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3D-LiDAR活用ビジネスを創出する「スマートセンシングアライアンス」を設立 

～多様な活用シーンに向けた次世代システム、ソリューション開発を促進～ 

 

株式会社NTTドコモ（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：井伊 基之）、綜合警備保障株式会社

（ALSOK、本社：東京都港区、代表取締役社長：青山 幸恭）、パイオニア株式会社の100%子会社であるパイオニ

アスマートセンシングイノベーションズ株式会社（本社：東京都文京区、代表取締役社長：高木 晴彦）は、3D-

LiDAR※・点群データを活用するビジネスの創出を目的としたアライアンス契約を締結し、2021年6月15日付けで

「スマートセンシングアライアンス」（以下、「SSA」）を設立しました。この取組みには、SCSK株式会社（本社：東京

都江東区、代表取締役 執行役員 社長 最高執行責任者：谷原 徹）も賛同・参加しています。 

 
※ Light Detection and Rangingの略称。レーザー光で対象物までの正確な距離を測定し、遠⽅や周辺の状況をリアルタイムかつ⽴体的

に把握できるセンサー。 

 

 

 

【設立の背景】 

近年、センサー関連技術の進化に伴い、3D-LiDARをはじめとするより高性能・高機能なセンサーの開発、実用

化が進んでいます。そのセンサーの利活用範囲はＩｏT社会の発展と相まり、自動運転を含む移動体だけでなく、

インフラなどさまざまなビジネスシーンに広がっています。その一方で、各センサーの開発と利活用は個々の取組

みにとどまり、得られる信号の特性や使用法などは社会・産業横断的に共有されているとは言い難い状況です。

そのため、各活用シーンに最適なサービスやソリューションを開発する際には、仕様の確認や知見、リソースの獲

得などに多大な手間と時間、費用が個別に必要となります。 

 

【SSAの概要】 

SSAは、センサーの利活用を検討されている事業者などが、そのニーズに最適なサービスやソリューションを容

易に手に入れることができる環境構築を実現するために、さまざまな分野の企業が業界の垣根を超えて参画し協

働する共同体です。 

 

【参加企業】 

現時点でSSAには、センサー（3D-LiDAR）開発、ソフトウェア/アルゴリズム開発、ソリューション開発といった分

野から、独自の技術を保有する企業計 4 社の参加が決定しています。 
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【SSAの目的】 

SSAでは、以下二点の実現を目的としています。 

① 社会課題解決へ貢献する 3D-LiDARを利活用したソリューションの開発・提供 

② 3D-LiDARなどのセンサーから得られる点群データなどの収集および、その利活用による付加価値の創出 

 

SSA参加企業はそれぞれの強み、ノウハウを持ち寄ることで上記目的を見据えた開発に関わるさまざまな課題を

解消し、早期の事業化を実現します。具体的には、3D-LiDARなどのセンサーをさまざまなシーンで利活用する

ために、用途に適したソフトウェア/アルゴリズム、通信による遠隔管理などのソリューションをワンストップで提供す

ることにより、センサーの利活用を検討されている各事業者のニーズの充足および、課題解消の迅速化と効率化

を図ります。当面は、低速移動体であるロボットを用いた警備や監視といったシーンでの利活用をターゲット領域

として想定し、交通などその他のさまざまなシーンに対しても早期に展開する予定です。 

 

また、センサーの利活用を通じて得られる多種多様なデータを、「点群データバンク」としてSSA参加企業間で利

活用可能にし、最適なソフトウェア/アルゴリズムを融合することで、多様なユーザーニーズに対応したより高度で

使いやすいシステム、ソリューションをスピーディーに開発できる環境を構築していきます。 

 

 

SSAは、参加企業を限定することのない拡張型のアライアンスです。社会が求めるソリューションの開発・提供を

実現するために、SSAの設立主旨および目的に賛同、協力いただける企業様などと今後幅広く連携していく方針

です。 


